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本日の内容
• まずは富士⼭について
• 最近の首都圏の地震活動（東京で10年ぶりに震度５強）
• ９世紀の地震と噴⽕の教訓
• スーパーサイクル地震とは︖
• 21世紀の日本列島には何が起きるのか? ー千島列島での超巨大地震の

可能性
• 首都直下地震とはどんな地震か︖
• ３つの大震災（関東、阪神、東日本）の死因の違い
• 阪神・淡路大震災の教訓
• 耐震補強の重要性
• 地震予知を取り巻く状況について
• 地下天気図とは ーパターンインフォマティクスにより地震発生を予

測する
• 宣伝『巨大地震列島』⻑尾年恭 著

富士⼭の現状富士⼭の現状
• もちろん⽴派な活⽕⼭
• 富士⼭は人間で言えば２０歳ぐらい
• 現時点では顕著な⽕⼭活動変化なし
• 実は2011年の東日本大震災後は極めて危ない状況であった
• 特に2011年3月15日に富士宮市で震度６強を記録した“静岡

県東部地震（M6.4）”は富士⼭の⼭体崩壊の引き⾦になりか
ねなかった

• 最近で最大のものは約2900年前に発生した御殿場岩屑なだれ
• 富士山は近い将来１００％噴火する
• 想像以上の被害を首都圏にもたらす可能性⼤



現在の富士山では山梨県側で火山性地震が発生

2022年10月, 都内で10年ぶりに震度５強を観測する地震が発生2022年10月, 都内で10年ぶりに震度５強を観測する地震が発生
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９世紀に起こった事

 864年 貞観の噴火（貞観大噴火） 青木が原樹海を
作った溶岩が噴出, 西湖と精進湖がこの時生まれた

 869年 貞観地震（M9クラス?） 東北地方に大津波、
超巨大地震．前回の東日本大震災？

 878年 関東南部（相模・武蔵の国）で大地震

 887年 仁和の地震（M9クラス？） 仁和の南海・東海
地震（東海・南海同時発生,  五畿七道が被災, 大阪湾
に巨大津波、八ヶ岳崩壊など）

2011年
東日本大震災

はたして２１世紀は？

2011年 東日本大震災

 ９世紀と異なり、北海道沖での活動？

202?年
千島海溝沿巨大地震



アルマゲドン地震とは？アルマゲドン地震とは？

• 北海道、千島列島沿いで400年から500年間隔で発生する
超巨大地震

• スーパーサイクル地震と考えられる

• 北海道でＭ９・３、津波３０メートル 内閣府、国内最大の地
震を想定（2020.4.21）

• 千島海溝の巨大地震は、東日本大震災（Ｍ９・０）や南海ト
ラフで想定された巨大地震（Ｍ９・１）を上回る可能性有

• 沿岸部における津波の高さは、北海道えりも町の２７・９
メートルが最大で、同町から根室市にかけて１０～２０メー
トル超と予想した。択捉島でも３０メートル近くに達する

• 日本海溝の巨大地震の津波は岩手県宮古市の２９・７メー
トルが最も高く、青森県八戸市は２６・１メートルで、同県以
北で東日本大震災を上回る

これまでの”大震災”これまでの”大震災”

• 関東大震災（１９２３年） 火災による被害

• 阪神淡路大震災（１９９５年） 建物倒壊による被害

• 東日本大震災（２０１１年） 津波による被害

次の南海トラフ巨大地震（西日本大震災？）

津波＋建物倒壊＋火災
すべてやってくる！

阪神大震災における死者の
死亡推定時刻（神戸市分）

（当時神戸市監察医の横浜市大西村明儒氏らによる）

１７日

６時以降

16.4%

１８日

1.8%

１９日～

1.2%

（東京大学・教授

目黒公郎氏資料より）

１７日 ５時４６分～６時

８０．５％

阪神大震災による神戸市内の
死者（関連死を除く）の死因分析

53.5%

12.3%

8.8%

8.1%

0.6%
12.1%

3.2% 1.3%

窒息

圧死

ショック・損傷

打撲・挫滅傷

臓器不全・凍死・衰弱死

焼死・全身火傷

不詳及び不明

その他

（東京大学教授目黒公郎氏資料より）

死因の８３．３％が建
物倒壊等による



阪神大震災の年齢別死亡者数

『国民衛生の動向』；厚生統計協会 １９９６年 建築年代と被害との関係
中島正愛（京大防災研）による
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コロナ渦のような感染症蔓延期には
⾃宅で避難生活ができる事が望ましい



新しいコンセプトの仮設住宅

熊本地震では、プレハブではない新しいコンセプトの仮設住宅が初めて導入され
た。船底型の屋根を持つ木造住宅（耐震強度３という一般住宅より強い（＝最高
レベルの耐震強度）仮設住宅で、暑さ・寒さが緩和される。

バリアフリー化も実現

仮設住宅でも耐震等級３を実現【耐震等級3】
等級3は耐震等級1の1.5倍の地震力に耐えら
れるだけの性能。住宅性能表示制度で定めら
れた耐震性の中でも最も高いレベル。一度大
きな地震を受けてもダメージが少ないため、地
震後も住み続けられ、大きな余震が来てもよ
り安全。災害時の救護活動・災害復興の拠点
となる消防署・警察署は、多くが耐震等級3で
建設されている。

地震予知を取り巻く状況
なぜ地震予知研究は評判が悪いのか？

地震予知を取り巻く状況
なぜ地震予知研究は評判が悪いのか？

• 地震学会の公式見解

現時点で時間を指定した短期地予知は困難

確率論的な予測のみ可能とされている

政府は３０年予測（長期予測のみ実施）

• 発表者も参加した内閣府委員会の結論

「確度の高い予測は困難」

ー＞これをメディア的に表現すると「地震

予知は不可能」となる

• 東海地震の警戒宣言発表という枠組みを廃止

2017年11月1日からは「南海トラフ地震に関

連する情報」を発表するしくみに変更

なぜ「南海トラフ地震に関連する情
報」が出せるのか？

なぜ「南海トラフ地震に関連する情
報」が出せるのか？

• 予知は困難と言われているのに、南海トラフ巨大
地震が切迫している可能性が高い時には“臨時情
報”を出すしくみとなっている

• 観測網（観測技術）の発展により、地下で何が起き
ているかに関する知見が飛躍的に向上

• Hi-net（高感度微小地震観測網）およびGEONET

（ GNSS：Global Navigation Satellite System / 全球
測位衛星システム）の整備

• その結果、プレート境界での深部低周波微動、ス
ロースリップ、超低周波地震等の新しい現象が発
見された



観測網の飛躍的な発展観測網の飛躍的な発展
• 日本は世界最高水準の微小地震観測網が1995年の阪神大震

災を契機に展開された

• 日本全国に約1,000点を超える地震計が配備された

• 全く新しい現象（深部低周波地震など）も発見された

• 統計物理学（破壊の物理学）の理論的進展

ー＞前震やフラクタル次元解析についての理解が進んだ！

• AIによる識別も進みつつある

地下天気図®とは地下天気図®とは

• 地震活動を天気図の低気圧，高気圧になぞ らえて視
覚的に表現したもの

• 天気概況に相当

• 低気圧とは相対的に地震活動が低下（静穏化）してい
る事（図上では青色で示される）

• 高気圧とは相対的に地震活動が活発化して いる事
（図上では赤色で示される）

• 将来の地震は青色の領域の中心より端の部分で発生
する事が多い

• 一般に青色の部分が消えた後（静穏化が終了した
後）に地震が発生する可能性が高い

地下天気図はRTM法という
アルゴリズムを使用

地下天気図はRTM法という
アルゴリズムを使用

• RTM法とは、東海大学が開発した新しい
地震活動評価のためのアルゴリズム

• Rは距離（region） 、Tは時間(time) 、Mは
地震の大きさ(magnitude)を表す

• RTMの値はR, T, Mの積として定義される

• 解析対象地点の近傍で最近大きな地震
が発生するとRTMの値が大きくなる

大阪北部地震発生当日大阪北部地震発生当日



大阪地震前の
アニメーション

現在大きな地震が発生しても
おかしくない場所（北海道西方沖）

現在大きな地震が発生しても
おかしくない場所（北海道西方沖）

10/7:M5.9

12/3:M4.9

12/2:M5.0

関東地方の地下天気図©関東地方の地下天気図©

地震活動活性化

地震活動静穏化

■の神奈川ー東京境界における地下天気図時間変化曲線

10/7
M6.1

12/2
M5.0

12/3
M4.9

2020年秋以降の南関東の静穏化に対応
する地震はすでに発生した可能性が高い
2020年秋以降の南関東の静穏化に対応
する地震はすでに発生した可能性が高い



ＤｕＭＡの設立
Down-under Meteorological Agency

ＤｕＭＡの設立
Down-under Meteorological Agency

• いわば東海大学発のベンチャー

• Down Under Meteorological Agency

• 地下天気図ⓒ情報の発信

• 地震防災啓発活動の推進 等

個人から会費（月額 220円）を頂戴し

地下天気図情報等を定期的に配信

（法人会員は年間１０万円（税込））

• 利益はすべて地震予知研究を実施している大学に還
元（北大、千葉大、静岡県立大、東海大、中部大等）

『巨大地震列島』
長尾年恭（ビジネス社）


